
フィレンツェ大学は情熱、技術、そして決意を持ち、Mimakiのイタリア
代理店であるボンパンと共にMimakiのフルカラー3Dプリント技術を
活用したことで、”解剖学モデル製作における本質的な進歩”を遂げる
ことができました。

3DUJ-553が解剖学モデルに色彩を与える
 フィレンツェ大学とボンパンのコラボレーション

解剖学モデルの”リアルさと精密さ”は、
すべての医師において効果的な教育、
研修、専門分野研究の場を確保する上
で、常に重要な役割を担ってきました。

フィレンツェ大学医学部で解剖学研究
を行っている准教授で医師の
Ferdinando Paternostro（フェルディナ
ンド・パテルノストロ氏）と、研修医の
Giacomo Gelati（ジャコモ・ジェラーティ
氏）は協力して、人体形態学の大きな進
歩といえる解剖学モデル製作方法を開
発しました。

現在、人体解剖学の教育や研究では、
献体（解剖学用に提供された人体その

もの）の解剖が効果的な方法とされて
います。
しかし、実際に献体を扱うためには、腐
敗しやすい人体組織の保存方法や、法
的な問題、1回限りの解剖で献体が破損
してしまうことなど、さまざまな問題が
ありました。

誰もが利用できる解剖学の標
本を目指す
ジェラーティ氏は、パテルノストロ氏の
教えを受けながら、解剖学に没頭してい
ました。
しかし、解剖学を学ぶ上ではいくつかの
困難がありました。

まず、彼には限られた献体を実際に解
剖できるチャンスがありませんでした。
さらに、教育現場で使われている図解
の内容は平面的で静的なものばかりで
した。
ジェラーティ氏は、医学や解剖学を学ぶ
者にとって、解剖標本が本物の色や形
で表現されることの価値を知っており、
その標本を実際に体験することでどれ
ほど大きな違いが生じるかも知ってい
ました。

「私たちは明確な目的があり、いくつか
のツールを組み合わせることで、それら
の課題を解決しました。」
それは、3つの異なる3Dスキャン技術
と統合アルゴリズムを利用することで、
ジェラーティ氏は解剖学的な人体構造
を忠実に3Dグラフィックで再現するシ
ステムを作ることができたのです。
その結果、表面と内部の両方からあら
ゆる角度で見ることができる、立体的な
モデルの表現が可能になりました。
また、そのモデルは色彩や構造、解剖
学的な位置関係など、物理的にも本物
の臓器に忠実であることも大きな特徴
です。

「美しく、効果的な3Dグラフィックイメー
ジは手に入ったので、そこで私たちはそ
れらを立体的で、扱いやすく、壊れにく
い実物の模型として製作できないかと
考え始めたのです。そして、私たちにとっ
て重要な要素である色の再現性に着目
すると、すぐに3Dプリント技術を検討し
はじめました。」とジェラーティ氏は語り
ます。
 

3DUJ-553を活用し、 
新たな価値を創造する
こうして2人は、ボンパンが提案する
Mimakiのフルカラー3Dプリンタ技術と
出会います。
フィレンツェ大学チームとボンパンは、
世界で唯一、1,000万色以上の色表現と
クリア表現ができるMimakiの3Dプリン
タ「3DUJ-553」を使い、最初の解剖学モ
デルとして心臓を実際に3Dプリントす
ることに成功しました。
パテルノストロ氏とジェラーティ氏は、
Mimakiのフルカラー3Dプリンタによっ
て、製作された立体的な心臓モデルは
正確なサイズで細部まで鮮明に再現す
ることができており、そして何より、色の
再現性が非常に高いことに驚きました。
「私たちは、非常に幅広い色域でフルカ
ラー3Dプリントができるこの技術に感
動し、解剖学モデルにおける本質的な
部分で進歩させることができました。」

そして、パテルノストロ氏は、なぜ解剖
学において色の知識が不可欠なのかを
説明します。
「手術や解剖室で目にするさまざまな
解剖学的な臓器の構造は、それぞれ固
有の色を持っており、さまざまな他の臓

器の色に囲まれています。解剖学的な
臓器の構造の識別は容易ではなく、そこ
で色が重要な役割を果たすのです。」
チームの目標は、3Dプリントされたモ
デルの色品質、形状、耐久性が医療現場
で活用されることを目指します。

「私たちのアルゴリズムとMimakiの3D
プリント技術を組み合わせて作る実物
モデルは、色彩的にも形状的にもリアル
で、数値化可能なため、再現性がありま
す。この方法を用いれば、さらなる新境
地を切り開くことができるかもしれませ
ん。例えば病理解剖学では、特定の病気
による異常な状態をリアルに示す3D臓
器モデルを作ることができるようになり
、外科手術の準備や患者とのコミュニケ
ーションにとても有用なツールとなるで
しょう。」
「私たちは、既存の解剖学モデルや解剖
用の献体（とても価値があるが、デリケ
ートで腐りやすく、特定の条件下のみ使
用可能なもの）の代わりに、3Dプリント
された解剖学モデルを大学、研究機関、
病院、診療所で活用できるチャンスを得
ました。」

解剖学モデル製作に最適なソ
リューションへ
ボンパンの3Dスペシャリストである
Andrea Ferrante（アンドレア・フェラン
テ氏）のコメントです。
「私たちは、フィレンツェ大学のチームと
のコラボレーションにとても興奮してい
ます。このプロジェクトは、当社の3Dプリ
ント技術の優れた品質を実証し、裏付け
るものになりました。3DUJ-553は、これ
らの解剖学モデルに必要な細部の形状
表現と高い色表現力、そしてそれらをい
つでも再現し供給することができる、最
適なソリューションであることが証明さ
れました。」
「今後、3DUJ-553と同じ技術を搭載し、
よりコンパクトで親しみやすいデザイン
の3DUJ-2207もラインナップに加わりま
したので、この技術がさまざまな分野で
広く活用されることを確信しています。」
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表紙ページ画像: 
3Dスキャン、3DUJ、統合アルゴリズムの組み合わせで実現した
リアルな心臓モデルを披露するジェラーティ氏

下記画像: 
ボンパンにある3DUJ-553で出力した心臓モデルを発表する
フィレンツェ大学の
Giacomo Gelati（ジャコモ・ジェラーティ氏）（左）とFerdinando 
Paternostro（フェルディナンド・パテルノストロ氏）（右） 


